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In this paper ， the stress distributions and factors of the stress concentration in the infinite strip 
containing a slot placed on the neutral 砿is under pure b阻ding were reported. A slot is defined as 
a rectangle with semicircular ends . 
Test pieces were made of epoxy resin ， and the length and width of a slot were made in six and 
three different kinds respectively. The relation between the maximum stress :and the width and 
l阻gth of a slot were explained. 
1 . 肱 じ ð6 に
有円子L帯板の 引張 り ， お よ び曲げに よ る 応力分布，
お よ 炉力集中率に対 しては数多 く の理論的， 実験的
研究がな さ れて い る 。 光弾性実験に よ り ， 中心線に直
角方向に河端を丸めた細長い孔を有する 帯板の研集は
な さ れてい る が ， 同形の孔が中心線上軸方向にあ る 帯
板の単純曲げに よ る 研究はな さ れていない よ う に思わ
れ る ので， 帯板に対す る 孔の大き さ と形状が各々応力
分布にお よ ぼす影響を調べ ， さ ら に応力集中率を求め
た。
2 . 実 験 に つ い て
ト一一一-8Q--一一寸
トー-tBi- 針- 十
( . . ，  
図 - 1
表- 1
0 . 5  
0 . 4  
0 . 3  
5一
5一
5
材料は厚さ h = 6 醐のエ ポ キ シ樹脂板(理研計器製〉
を使用 し， 試験片は竪 フ ラ イ ス盤でエ γ ド ミ ルを使っ
て加工 した。 荷重点の影響が孔の附近に現われない よ
う な範囲で試験片を設計 し ， そ の形状， 寸法を図- 1
表- 1 に示す。 各試験片 と も 幅2b =却聞で， 手L幅2rは
る . 8 . 1 0鵬の 5 種類 と し ， その各々 について孔の長
さ d を 6 種類 と した。
なお ， 次の点に留意 した。 (1)初応力の補正のため逆
方向に も モ ー メ ン ト を与えた。 侶)精度をあげるため ，
朗 ， 暗耐尾野の縞写真を荷重1 0分後に撮っ た。 写真一
九 写真一 2 は試験片， お よ び縞写真の一部であ る 。
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M = 作用 モ ー メ ン ト
。
7 ct = -b . d a =ー 一一一一一- 2r 
σ1 = 直線縁上の応力， σ2 = 孔縁上の応力
3bM ， 3M σa =2h有吉て戸) σo =2h b吉
， Gl max IC =一一一一一1 σa 
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(4) 
戸 口 氏の文献に よ る値であ る 。 図 よ り ， ßの増加すな
わち孔の長 さ が大 き く な る と ， ピ 1 は増大す る が ， 増
加率は約1 0%程度であ り ， 一方 κ ' 2 は急激に減少 し ，
ß> 2 ではほぼ一定 と な る こ と を示 してい る 。 孔幅 d
の増加に よ る 最大応力値は直線縁とでは少な く ， 孔縁
上では増大 して い る 。
出>0 .5では孔縁上の最大応力値は直線縁上の最大応
力値 よ り 大 き く な る こ と は ， 一円孔の場合で研究 さ れ
て い る が ， 孔を長 さ 方向に大 き く す る こ と に よ り ， 孔
縁上の最大応力値を小 さ く す る こ と ができ る よ う に思
われる 。 こ の範囲について は ， さ らに実験を必要 と す
図- 2 ， 図- 3 は直線縁上の応力集中率A: ' 1 ， お よ び
孔縁上の応力集中率ピ2 と 孔の 長 さ F の関係を示す。
図中 ， ß= 0 は一円孔の場合を表わ し ， 大久保氏， 鵜 る 。
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図- 4 は ct = O .4 の場合の周辺の応力分布 川 ， κ2
を示す。 直線縁上， お よ び孔縁上の最大応力値の位置
はA ， お よ びB 点附近で， 一円孔の場合 と 似てい る 。
部
4 . む す び
長 さ方向に細長い孔を有す る 帯板の曲げに よ る応力
につい て ， 長 さ 方向に孔を大 き く す る こ と に よ り ， 直
線縁上の最大応力値はあ ま り 増さず， 孔縁上の最大底
力値は減少す る こ と を得た。
終 り に ， 実験に協力 していただいた谷 口 技術員に感
謝の意を表 し ま す。
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